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研究要旨 頚椎後縦靭帯骨化症の手術選択における頚椎伸展位 K-line の有効性 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ．研究目的 

頚椎後縦靭帯骨化症に対する椎弓形成術

において、頚椎伸展位における K-lineが術

後成績へ与える影響について検討した。 

 

Ｂ．研究方法 

後 1年以上観察可能であった 62名を対象

とした。K-line (-)患者を頚椎伸展位で

K-line (+)に変化した E-K-line (+)群、変

化しなかった E-K-line (-)群の 2群に分け、

K-line (+)群を加えた 3 群間で頚椎レント

ゲンでの可動域、JOA スコアを比較した。 

 

（倫理面への配慮も記入） 

インフォームドコンセントの実施と文書で

の同意の取得 

  

Ｃ．研究結果 

頚椎伸展 ROM は 3 群間で有意差を認め、

E-K-line (-)群において K-line (+)群、

E-K-line (+)群と比較して有意に小さかっ

た。JOA 改善率は 3 群間で有意差を認め

(K-line (+)群 58%、E-K-line (+)群 50%、 

 

 

 

 

 

 

 

E-K-line (-)群 27%、p=0.03)、E-K-line 

(-)群において K-line (+)群と比較して有

意に低かった。 

 

Ｄ．考察、 

E-K-line (+)患者では、椎弓形成術後に

良好な成績が期待できる。 

 

Ｅ．結論 

E-K-line は頚椎 OPLL に対する手術選択

の指標として有効である可能性がある。 

 
Ｆ．健康危険情報 
  総括研究報告書にまとめて記載 
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Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

（予定を含む） 

1.特許取得 

なし 

2.実用新案登録 

なし 

3.その他 

なし 


